
Ncuro♪hysioZogyandMuscleMcchanisms"(M.

Shahani.ed.),pp.317-332,EIsevierScientific

PublishingCompany.

4)Toyama.冗.,andK.Matsunami(1976):Con-

vergenceofspecificvisualandcommissureal

impulsesupon inhibitory interneuronesin

cat'svisualcortex.Ncuroscience,1.107-112.

学 会 発 表

1) Relation between activity in rednucleus

neuronsandforceinatrackingtaskinthe
Cat.

Ghez,C.,andK.Kubota,

SixthAnnualMeetingoftheSocietyfor
Neuroscience.

NeuroscienceAbstract&Vol.ⅠⅠ,Part1.P.
542.(1976).

2) Singleunitactivityinthedorsomedial parts

ofprefrontalandpremotorregionsinthe

visuallyconditionedmotortad inmonkeys.

Sakai,M.

SixthATmualMeetingoftheSocietyfor
Neuroscience.

NeuroscienceAbstracts.Vol.II.Part1.p.

126.(1976).

3) Inferotemporalunitactivity and acolor

memorytask.

Mikami.A･,K.Kubota.andM.Tonoike.

第53回日本生理学会大会

J･Physiol･Soc･Japan.38,1151116,(1976).

4) Unitactivityinarea6andtheisometricvolu･

ntarycontractioninrlleSuSmOnkey&

Sakai.M.

第53回日本生理学会大会

J･Physiol･Soc･Japan.38,108.(1976).

5) ｢脳と心｣の問題への神経生理学的アプローチ

久 保 田 扶

日本心理学大会弟40回大会発表論文集 P.538

(1976).

6) サルの左右の上肢の随意運動と皮質運動野の細胞活

動について

松波謙一,浜田生馬

第6回日本尉汲筋電図学会学術大会抄録集

(1976)

7) 精密なコントロールを粟する随意運動と前運動野ニ

ューロンの活動

浜田生馬,久保田競 .

弟23回生理学中部談話会 (1976)

日本生理学雑誌,39巻 P16

心理研究部門

主伏靖子 ･浅野俊夫

小嶋祥三 ･松沢哲郎

研 究 概 要

1) 大脳半球の機能の非対称性について

宝伏晴子･南雲純治1)

左右大脳半球間の損能分化は,ヒトのみにみられる特

性の一つと考えられてきた｡しかし最近の資料は,特走

の条件下の行動において,アカゲザルにも同様の事実が

見出されることを示唆している｡切断脳のアカゲザルを

用いて,次の二つの側面から南半球の行動統制に非対称

性が認められるか香かが検討された｡1)斜紋の方向弁別

とカテj'ラ1)ゼ～シぜソ,2)条件性継持弁別で,左右半

球が競合する手がかりを与えられた場面における反応決

定｡

2)行動の損能的等価性に飼する突放的研究

室伏椅子 ･小嶋祥三 ･南雲純治

ニホソザルの餌に対する心理的距舵の尺度を構成する

ために,餌までの待ち時間を変数とする稜々のスケジユ

ールの2塩が同時に示された場合に,サJL,がどちらをよ

り好むかが測定された｡結果は,従来のハトやネズミの

資料に比放して,サルの場合はより長い単位時間に対し

て敏感であること,個体のもつ反応速度やバターンに大

きく影響されることを示している｡

3) ニホンザルの社会的行動と個体間関係

A.タルクビーニ2)･畠伏晴子

1.ニホンザルのワカオスの2匹および3匹の組み合

せによる観察結果の分析は,相互のグルーミングやマウ

ンティング行動が,攻撃的行動にあらわれる優位皮の偏

位と,特定の個体間の友好関節こよって決定 され る こ

と,第3の動物の存在はより優位な個体の攻撃性を増す

ことを明らかにした｡

2. ケージ内および箕面群におけ る子ザ Jt,(3-26

月)の発達に伴う社会的行動の変容が,情報理論にもと

づく行動連鎖の分析法によって解析された｡

4)-トの選択行動における報酬遅延の効果について3)

浅 野 俊 夫

5) 霊長規の短期記位に関する行動分析

小 嶋 祥 三

1) 文部技官

2) 研修員 (イメリーからの国費留学生)

3) カI)フ*JI'ニア大学サンディェゴ校にて研究
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遅延反応を4つのキーを用いた連鎖スケリ1-Jt,で行

ない,アカゲザルの空間位置に関する短期記t馴こおい

て,キー押しのオ1)エソテーシ甘ソ,｢1)- ～サル｣.

｢コーディソグ｣の持つ役割を検討した｡

6) ラットの拡延性抑圧に関する研究

松 沢 哲 郎

拡延性抑圧をもちいて,ラッT･における爪水行動.現

先的誘発電位についての基斑的研死,および回避条件づ

けによる視覚的弁別課題の大脳半球m転移について検討

をおこなった｡

7)ニホソザJt,の祝知矧 こ関する研究

松 沢 哲 郎

ニホソザルの祝空関知党,とくに方向の視覚的弁別と

視野の異方性について.学習曲投,反応時間の祝点から

の分析をおこなっている｡

捻 悦

1)虫伏杓子 (1976):サルの反応時間にみられる大脳

半球間の非対称性について｡"感党と行動の神経損

榊"(久保田･佐藤共桐).pp.189-210,産業図告｡

2)践野政夫 (1975):ニホソザルの突放的行動分析 に

おける理論的展開｡心理学評論,1B,181-197｡

3) 浅野俊夫 (1976):強化のスケジー～ル ｡''学習心理

学"(鰭見編),pp･89-118.大 日本図8,文京.

4)小鴨祥三 (1976):実験的行動分析と脳横倍の研究｡

心理学評論,18,198-2C6.

学 会 発 表

1)Environmentaldeterminantsofprimate

behaviour.
Asano.T.& E.Fantino

6th.CongresroftheIPS(1976)

2)Concurrentchainスケジ1-ルによる強化スケジ

ユーJt,の選択
小嶋祥三 ･宝伏杓子

日本心理学会第40回大会 (1976)

3) いわゆる SpreadingDepressionをもちいたラッ

T･の行動
松 沢 哲 郎

日本動物心理学会第36回大会 (1976)

.社会研究部門

川村授戒 ･河合雅雄

末 位 ･鈴木 晃

森 栂代l)･足沢月成2)

研 究 将 軍

1) ニホソザルの分布とその変動に関する研究

1)教務職員 2)教務約佐Li

川村俊哉 ･北 淡

鈴木 苑 ･足沢只成

京N,兵肌 滋穴.和歌山,三m蛇JL 宮崎のニホ

ソザルの分和の現脚 こついて,一次汗料のiLt印をおこな

っている｡

岐阜,宮崎両爪と朔 ヒ地方の阿部などの天飴肘 也狩に

ついて,ニホソザルの分布性の形成過和一多くは地域個

体群の宋退史である-をたどった｡

2) ニホンザルの社会生態学,とくに自然坪の印級別m

とグルービング･社会榊追

究 滋 ･足沢Jl成

ニホンザルの群れの連続した分布をゆるす環塊で.退

勤する群れがしめす生活と社会現象をとらえなおすため

に邑久島と下北半島西部の地域個体群について総統的な

調査を行なっている｡

3) ニホンザルの個体群の生活の維持に対する森林施苅

その他のhumanimpactの影響の生態学的研究

東 滋

ニホンザル個体群の地域構造や生活のたてかたに与え

る人為営力の作用を生態学の文脈においてとらえる｡も

っぱら "自然"の側の反応を異なる形式あるいは程度で

人為の加わった地域間の比較と同一地域の時系列的変化

の追跡により把捉しようとする｡下北半島の北西部 ･南

西部の2つの地域個体群についての個体群変動の追跡と

肢小爪下の天然林地域と `̀森林開発"のすすんだ地域の

予m的調査を行なった｡

また平行して,おなじ環境変化がニホンザル以外の森

林輔乳動物に与える影響についても調査をすす めてい

る｡

4) ニホンザ/レの地域個体群のあり方

鈴 木 晃

上信砂 出方を中心として,ニホンザルの地域個体群の

土地利用,個体群動態,遊動に おけるスべ-シンダの

問題,オスの群れの艶脱等に関する社会関係等の調査お

よびとりまとめを行なってきた｡

5) ニホンザ/レの性行動についての研究を行なった｡

河 合 雅 雄

6) ニホンザルコドその社会関係の発達

森 松 代

あそび仲間閑鼠 社会関係の発達における性益 お よ

び,母子関係に関する研究を行なっている｡

7)末771)カにおける各位霊長期の社会学 ･生倍学的

研究のとりまとめ

的 未 見

8) メソダウ_イ陀品における4位のサルの社会学的研

究

Jrl村政成 ･淡辺邦夫
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